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事業の内容 事業イメージ

事業目的・概要
 アフターコロナ時代の「新しい生活様式」の定着においては、非接触・デ
ジタル化の推進が必要であり、社会活動の基本的インフラである決済分
野においても、ツールとしてキャッシュレス決済の普及を推進していくことが
重要です。

 キャッシュレス・ポイント還元事業を通じて、キャッシュレス決済導入店舗
は一定程度増加しましたが、手数料等のキャッシュレス決済に係るコスト
のみならず、キャッシュレス決済導入のメリットが見えづらいことが導入上の
課題として挙げられています。

本事業では、キャッシュレス決済の更なる普及促進に向けて、キャッシュ
レス決済のメリットを定量的に評価することを目的として、プロジェクト単
位で調査実証等を行います。

成果目標
本事業の効果も含めて、2025年までに民間最終支出に占めるキャッ
シュレス決済比率40%を実現します。

条件（対象者、対象行為、補助率等）

国 民間企業等
委託

• キャッシュレス決済のメリットを定量的に評価するため、官民連携でプロ
ジェクト単位ごとに調査実証等を実施します。

• 具体的には、決済事業者、店舗等と連携し、業種、先端技術、世代・
地域等のテーマを設定のうえ、各テーマごとに、店舗・利用者等のキャッ
シュレス決済のメリットを実証・アンケート等を通じて検証します。

• 検証結果については、各プレイヤーと連携して周知広報を行い、各事業
者・店舗に最適なキャッシュレス決済の導入事例の創出、横展開を図り
ます。

• 更に、得られたデータ等については、キャッシュレス決済手数料の更なる適
正化に向けた環境整備に活用します。

周知広報

メリットの見える化

他店舗等への横展開

 店舗・利用者等のキャッシュレス決済のメリットを実証・アンケート等を通じて検証。

連携事業者等 決済事業者 国際ブランド 店舗 キャッシュレス
業界団体

【店舗ベネフィット（例）】
・人件費削減
・現金取扱コスト削減
・客単価向上 ⇒ 売上向上 等

【利用者ベネフィット（例） 】
・レジ待ち時間削減
・利便性・満足度向上
・ポイント獲得 等

業種 先端技術 世代・地域想定テーマ（例）
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